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平成 29 年度 市老連役員
会　長 増田　賢藏

顧　問 伊藤　　隆

副会長
学習研修部長 光田　剛啓

健康部長 植原　隆義

女性部長 本城　清美

常任理事

福祉親睦部長 船坂　啓二

文化交流部長 玉垣　尚之

広報部長 阿部　　巌

シルバーカード推進事業部長 橘　　隆義

脇川　直一

玉野　滋子

若手部長 藤井加代子

会　計 小南　泰三

監　事
中原　正史

長尾　　明

　

そ
の
後
、
本
年
度
事
業
計

画
を
含
む
各
議
案
が
全
て
承

認
可
決
さ
れ
、
平
成
29
年
度

に
お
け
る
高
砂
市
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
の
新
た
な
方
針
が

決
定
し
ま
し
た
。

　
「
高
齢
者
の
元
気
は
地
域
の

元
気
」「
地
域
づ
く
り
に
貢
献

し
よ
う
老
人
ク
ラ
ブ
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
重
点
施
策
と
し
て

「
本
年
度
増
加
目
標
１
単
位

ク
ラ
ブ
２
名
」「
若
手
、
女
性

部
の
力
を
結
集
し
組
織
の
活

性
を
」「
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
事

業
に
皆
の
力
を
結
集
し
よ
う
」

の
３
点
を
掲
げ
て
前
進
し
て

い
く
の
で
、
会
員
の
み
な
さ

ん
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
　
高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
総
会

�のもと29年度スタート増田新会長

退任者感謝状受賞者
旧職名 氏　名 地 区 単位クラブ名

会　長 伊藤　　隆 阿弥陀 修老会

副会長 長谷利根子 荒　井 楽友会

常任理事

岩原　悦三 北　浜 なかよし明友会２

和田　邦代 阿弥陀 魚南会

廣島　聰美 伊　保 梅井第１老人クラブ

中嶋　信幸 高　砂 寿会

飯尾　　進 荒　井 末広老人クラブ

合田　敏雄 米　田 米田新老人クラブ第1

理　事

高島　英之 伊　保 高須老人クラブ

岡村　俊之 米　田 塩市老人クラブ第２

垣内　正記 米　田 島老人クラブ第２

　

５
月
16
日
（
火
）、
高
砂
市

文
化
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
「
第

57
回
高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
定
期
総
会
」
を
、
登
高

砂
市
長
を
は
じ
め
、
多
く
の

ご
来
賓
を
お
招
き
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
っ
て
本
総
会
で

会
長
を
退
任
す
る「
伊
藤
会
長
」

か
ら
、
退
任
の
辞
と
と
も
に
、

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
の
展
望
や
老

人
ク
ラ
ブ
活
性
化
の
熱
い
思
い

を
語
り
、
新
体
制
へ
の
期
待
と

激
励
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
本
年
度
の
最
重
点
項
目
で

あ
る
「
会
員
増
強
」
に
つ
い
て
、

新
会
長
・
増
田
賢
藏
氏
の
力
強

い
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。 増田 賢藏新会長

伊藤前会長へ感謝状を贈呈
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副
会
長
の
あ
い
さ
つ

　

こ
の
た
び
、
市
老
連
の
副
会
長

を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
し
た
高
砂
町
の
植
原
で
ご

　

こ
の
た
び
副
会
長
の
大
役
を

仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
女
性
部

も
メ
ン
バ
ー
が
交
代
と
な
り
、
諸

ざ
い
ま
す
。
な
に
ぶ
ん
に
も
慣
れ

な
い
お
役
目
で
す
の
で
、
前
副
会

長
の
増
田
さ
ん
の
よ
う
に
、
万ば
ん

端た
ん

遺い

漏ろ
う

な
く
と
い
う
わ
け
に
は
参
ら

な
い
と
思
い
ま
す
が
高
砂
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
発
展
の
た
め
、

せ
い
い
っ
ぱ
い
務
め
る
所
存
で
す

の
で
、
ご
指
導
、
ご
協
力
の
ほ
ど
、

ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

先
輩
方
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
く

だ
さ
っ
た
功
績
を
引
き
継
ぎ
、
今

ま
で
以
上
に
活
動
を
活
性
化
で

き
ま
す
よ
う
皆
様
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
進
め
ら
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
は
じ
め
て
の
経
験
で

微
力
で
す
が
頑
張
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
を
お
願
い
し
ま
す
。

市老連副会長
植原 隆義

市老連副会長
光田 剛啓

市老連副会長
本城 清美

高砂市老人クラブ連合会
会長　増田 賢藏

市老連顧問
伊藤 　隆

新
会
長
の
あ
い
さ
つ

伊
藤
会
長
退
任
に
よ
せ
て

充
実
発
展
へ

�

「
み
ん
な
の
力
」を

今
こ
そ
会
員
の

�

絆
が
た
め
さ
れ
る
時
だ

活
性
化
へ
皆
の
ご
協
力
で
進
め
た
い

地
元
に
密
着
し

�
存
在
感
の
発
揮
を

　

平
成
29
年
度
今
期
の
年
頭
に
あ

た
り
、
会
員
の
皆
さ
ま
に
私
の
思

い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

伊
藤
前
会
長
の
後
を
継
ぎ
、
今

回
会
長
職
を
引
き
継
ぎ
重
大
な
責

任
を
感
じ
て
お
り
ま
す
。
伊
藤
会

長
が
７
年
間
の
在
職
中
に
市
老
連

に
与
え
た
影
響
は
多
大
で
あ
り
、

特
に
会
員
増
強
、
ま
た
シ
ル
バ
ー

カ
ー
ド
事
業
に
よ
り
、
県
老
連
、

い
や
全
老
連
に
ま
で
高
砂
市
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
名
前
を
知
ら
し

め
た
こ
の
功
績
は
大
変
な
も
の
で

あ
り
ま
す
。
こ
れ
を
引
き
継
ぐ
事

の
重
大
さ
が
の
し
か
か
っ
て
お
り

ま
す
。
し
か
し
引
き
受
け
た
以
上
、

受
け
継
ぐ
事
が
私
の
責
任
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
に
は
市
老

連
の
役
員
、
地
区
、
単
位
ク
ラ
ブ

ま
た
会
員
一
人
ひ
と
り
の
協
力
無

し
で
は
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

今
期
は
市
老
連
と
し
て
大
き
な

転
換
期
に
入
っ
た
と
感
じ
て
お
り

ま
す
。
全
国
的
に
単
位
ク
ラ
ブ
の

減
少
、
会
員
数
も
減
少
傾
向
に
あ

り
、
何
が
問
題
か
を
よ
く
調
査
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
来
て
感
じ
る
こ
と
は
市

老
連
、
地
区
老
連
、
単
位
ク
ラ
ブ

　

会
長
の
残
さ
れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
高
齢
者
の
元
気
は
地
域
の
元
気
」、

ま
た
会
員
増
強
を
支
え
地
域
の
発

展
に
も
寄
与
す
る
「
シ
ル
バ
ー
カ
ー

ド
事
業
」
を
展
開
さ
れ
、
全
国
的
に

注
目
さ
れ
る
ま
で
育
成
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
平

成
28
年
度
に
は
高
砂
市
老
連
が
優

良
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
県
老
連
会

長
賞
、
全
老
連
特
別
賞
を
同
時
受

賞
す
る
と
い
う
栄
誉
に
も
浴
し
ま

し
た
。
今
後
と
も
健
康
に
注
意
し
て

市
、
町
の
顧
問
と
し
て
活
躍
さ
れ
る

事
を
お
願
い
し
ま
す
。�

（
Ｆ
）

を
地
元
に
充
分
根
づ
か
せ
て
、
老

人
ク
ラ
ブ
の
存
在
感
、
貢
献
度
を

発
揮
し
密
着
し
た
事
業
、
行
事
を

実
施
し
な
が
ら
、
こ
の
傾
向
を
打

開
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。「
高
齢
者
の
元
気
は
地

域
の
元
気
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
今

期
も
会
員
み
ん
な
の
力
を
大
い
に

発
揮
し
、
先
の
明
る
い
ク
ラ
ブ
に

す
る
事
を
お
誓
い
し
、
皆
さ
ま
と

一
緒
に
頑
張
り
ま
す
。

　

伊
藤
会
長
は
長
き
に
わ
た
り
、

市
老
連
会
長
（
７
年
）
は
も
と
よ
り

阿
弥
陀
町
老
連
会
長
（
８
年
）
と
し

て
、
老
人
会
を
牽
引
し
、
目
指
す
方

向
を
示
し
て
い
た
だ
い
た
と
感
謝
し

て
い
ま
す
。
人
間
的
に
も
突
き
進
む

気
力
、
未
来
を
見
据
え
る
知
力
、
そ

し
て
自
制
心
を
も
兼
ね
備
え
た
み

ん
な
の
目
標
と
な
る
人
格
者
で
す
。

　

増
田
新
会
長
の
も
と
に
、
副
会

長
を
は
じ
め
、
新
役
員
が
力
を
結

集
し
、
重
点
目
標
で
あ
る
「
若
手
・

女
性
部
の
活
躍
」「
会
員
増
強
運

動
の
推
進
」「
シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
の

充
実
」
を
邁
進
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
会
員
皆
様
の
よ

り
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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⑴�

　
平
成
29
年
度
高
砂
市
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
の
事
業
に
、
次
の

こ
と
が
ら
を
重
点
目
標
に
取
り

上
げ
施
策
と
し
ま
す
。

　�

　
社
会
に
開
か
れ
信
頼
さ
れ
る

老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
地
域
の
高
齢

者
の
健
康
寿
命
を
の
ば
す
健
康

づ
く
り
や
、
介
護
予
防
な
ど
継
続

的
な
活
動
を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。

“
高
齢
者
の
元
気
は

�

地
域
の
元
気
”　
　 

「�

地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
よ
う 

老

人
ク
ラ
ブ
」

【
重
点
目
標
】

若
手
・
女
性
部
の
力
を
結
集

し
組
織
の
活
性
化
を

　

団
塊
の
世
代
を
取
り
込
む
こ
と

を
視
野
に
い
れ
た
地
域
活
動
や
健

康
づ
く
り
活
動
な
ど
若
手
会
員
が

活
躍
出
来
る
場
づ
く
り
を
図
る
こ

と
が
大
事
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
の

老
人
ク
ラ
ブ
は
若
手
と
女
性
の
活

躍
な
く
し
て
組
織
の
活
性
化
、
展

望
は
望
め
な
い
。
特
に
老
人
ク
ラ

ブ
の
過
半
数
が
女
性
、
そ
の
過
半

数
の
意
向
を
反
映
さ
せ
る
意
味
で

も
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
登
用
が
求
め

ら
れ
る
。

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
事
業
に
皆

の
力
を
結
集
し
よ
う

―
加
盟
店
舗
の
更
な
る
増
加

と  

そ
の
た
め
の
盤
石
の
体
制

づ
く
り
を
―

　

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
事
業
を
、
よ

り
充
実
・
発
展
さ
せ
る
た
め
に「
み

ん
な
の
力
」
を
結
集
さ
せ
よ
う
。

　

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
事
業
の
推
進

に
は
、
若
手
部
・
女
性
部
を
中
心

に
部
員
を
配
置
、
横
断
的
な
活
動

の
展
開
を
図
る
。
シ
ル
バ
ー
カ
ー

ド
会
員
増
加
運
動
に
よ
る
組
織
拡

大
運
動
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

―�

本
年
度 
増
加
目
標

�

１
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
２
名
―

�

を
目
指
し
ま
し
ょ
う

　

全
老
連
の
「
１
０
０
万
人
会
員

増
強
運
動
」
の
提
唱
に
呼
応
し
、

高
砂
市
老
連
も
会
員
増
強
運
動
を

よ
り
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。

　

今
こ
そ
地
域
社
会
に
老
人
ク
ラ

ブ
の
意
義
を
伝
え
、
私
た
ち
の
仲

間
を
増
や
す
時
で
す
。

⑵�

高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

活
動

　

①�

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

の
連
絡
・
調
整

　

②�

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

が
行
う
共
同
活
動
の
推
進

　

③�

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

活
動
の
支
援

　

④�

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

リ
ー
ダ
ー
の
養
成
・
研
修

事 

業 
計 
画

平成 29年度

総会資料

　

⑤�

高
齢
者
保
健
福
祉
に
関
す
る

調
査
、
研
究
及
び
提
案

　

⑥�

高
齢
者
保
健
福
祉
に
関
す
る

啓
発
、
広
報
活
動

　

⑦�

行
政
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

機
関
・
団
体
と
の
連
携　

　

⑧
そ
の
他

⑶
年
間
行
事
の
月
別
の
主
な
事
業

【
目
的
】

　

①�

健
康
保
持
に
努
め
、
そ
の
た

め
必
要
な
事
業
を
行
う
。（
健

康
）

　

②�

全
会
員
の
親
睦
を
旨
と
し

て
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
事

業
を
行
う
。（
親
睦
）

　

③�

教
養
を
高
め
、
時
代
に
遅
れ

ぬ
よ
う
必
要
な
事
業
を
実
施

し
、
関
係
諸
団
体
事
業
に
参

加
・
協
力
す
る
。（
教
養
）

　

④�

社
会
奉
仕
、
友
愛
訪
問
並
び

に
高
齢
者
相
互
支
援
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参

加
・
協
力
す
る
。（
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
）

◎�

東
播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
老
人
ク
ラ
ブ

と
の
交
流
を
深
め
、
県
老
連
の

委
託
事
業
を
行
う
。

◎�

関
係
機
関(

市
・
社
協
等)

の

実
施
す
る
事
業
に
積
極
的
に
参

加
す
る
。

予定月 事 業 内 容

４　月 春季合同歩こう会

５　月 定期総会

６　月 市老連広報紙｢たかさご老連｣発行

７　月 わなげ大会、地域子育て支援大会、シルバーカード加盟店増強月間

８　月 幹部研修会、ボランティア活動･人権推進強調月間、
高砂市明るい安全安心まちづくり市民大会参加

９　月 社会奉仕の日実施、高齢者の集い･高齢者交通安全講演会、
松陽学園運動会参加

10　月
市老連広報紙｢たかさご老連｣発行、秋季親睦旅行、
グラウンドゴルフ大会、県老連広報紙｢きずな｣発行、
介護予防推進事業

11　月 宍粟市老人クラブ連合会波賀支部老人クラブ連合会との交流研修会、
社協フェア･松陽学園文化祭参加

12　月 地域美化に貢献、人権週間参加

１　月 理事合同新年会、初詣旅行、市老連広報紙｢たかさご老連｣発行

２　月 三者合同体験研究発表会

３　月 親睦芸能発表会、県老連広報紙｢きずな｣発行

４月～３月 シルバーカード会員増強・加盟店登録推進事業展開
被災地支援活動

６月～３月 高齢者相互支援活動（友愛訪問）



4

　

２
月
６
日
（
月
）、
文
化
保
健

セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

第
41
回
「
三
者
合
同
体
験
研
究
発

表
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
ご
来
賓
と
し
て

登
高
砂
市
長
を
は
じ
め
、
５
名
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
、
登
市
長
が

代
表
さ
れ
て
ご
あ
い
さ
つ
が
あ
り

ま
し
た
。
ま
た
、
主
催
者
側
を
代

表
し
て
市
老
連
伊
藤
会
長
が
あ
い

さ
つ
に
て
、「
年
齢
も
い
ろ
い
ろ
、

経
歴
、
経
験
も
い
ろ
い
ろ
と
い
う

皆
々
様
が
同
じ
高
齢
者
仲
間
と
し

て
集
い
、
日
々
地
域
へ
の
社
会
貢

献
活
動
等
、
幅
広
い
諸
活
動
に
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
、
心
強

く
思
う
と
と
も
に
、
地
道
に
日
々

研
鑽
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
こ
と
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。」
と
、
当
発

表
会
が
41
回
も
継
続
さ
れ
て
い
る

意
義
を
強
調
し
ま
し
た
。

　

開
会
式
の
後
、
例
年
と
違
い
第

１
部
講
演
を
音
楽
会
に
し
ま
し

1 高砂市老人クラブ連合会（米田）
「仏教国タイの習わし」� ����������� 東　　博昭 氏

2 松陽学園（ＯＢ）
「健康とマラソン」��������������� 西尾　幸一 氏

3 松陽学園（現役）
「防災・減災活動」��������������� 井端　正晴 氏

4 いなみ野学園（ＯＢ）
「姫路藩財政再建に辣腕をふるった名家老・河合寸翁」�� 新田美恵子 氏

5 いなみ野学園（現役）
曽根村の歴史から探る「高砂地域創生三つの天」�� 紙谷　　豊 氏

6 高砂市老人クラブ連合会（曽根）
高砂市民が蘇らせた加西「海軍鶉野飛行場の今」�� 上谷　昭夫 氏

の
全
て
の
方
々
が
、
経
験
の
豊
か

さ
と
言
葉
の
重
み
、
人
さ
ま
ざ
ま

な
人
生
経
験
に
裏
う
ち
さ
れ
た
発

表
で
、
感
動
と
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。

　

市
老
連
１
番
の
（
米
田
町
）
東

博
昭
氏
は
、
現
役
時
代
の
海
外
プ

ラ
ン
ト
建
設
責
任
者
と
し
て
の
楽

し
か
っ
た
事
、
苦
し
か
っ
た
事
を

発
表
し
ま
し
た
。
６
番
の
（
曽
根

町
）上
谷
昭
夫
氏
は
加
西
市
の「
鶉

野
飛
行
場
」
を
よ
み
が
え
ら
せ
た

の
は
、
私
で
あ
る
と
強
調
し
ま
し

た
。本
当
に
自
他
共
に
認
め
ま
す
。

　

６
名
の
体
験
研
究
発
表
を
聞

き
、
こ
こ
で
得
ら
れ
た
成
果
や
経

験
を
、
私
達
は
老
人
パ
ワ
ー
に
く

わ
え
て
、
地
域
の
よ
り
一
層
の
元

気
ア
ッ
プ
に
寄
与
す
る
こ
と
を
誓

い
、
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

各
組
織
の
日
々
の
研
鑽
披
露
！

学
習
研
修
部
長
　
光
田 

剛
啓

い
な
み
野
学
園
・
松
陽
学
園
・
市
老
連
共
催

第
41
回 

三
者
合
同
体
験
研
究
発
表
会

「仏教国タイの習わし」
東　 博昭 氏

高砂市民が蘇らせた加西
「海軍鶉野飛行場の今」

上谷　昭夫 氏

研究発表者

た
。
内
容
は
「
春

を
よ
ぶ
コ
ン
サ
ー

ト
」
で
す
。
講
師

の
小
川
、
堤
内
、

両
先
生
に
て
会
員

皆
様
の
脳
の
活
性

化
と
な
る
素
晴
ら

し
い
メ
ロ
デ
ィ
ー

を
全
身
全
霊
を

も
っ
て
の
熱
唱
ラ

イ
ブ
で
し
た
。
私

達
も
ス
ト
レ
ス
解

消
の
た
め
、
大
声

を
出
し
て
歌
い

す
っ
き
り
し
ま
し

た
。

　

第
２
部
の
体
験

研
究
発
表
者
６
名

３
０
０
人
が
広
大
な

�

遺
跡
に
触
れ
る

伊
保
地
区
会
長
　
増
田 

賢
藏

　

当
日
ま
ず
生
石
神
社
本
殿
前
に

集
合
、
各
自
参
拝
。
再
度
集
合

し
教
育
セ
ン
タ
ー
の
清
水
様
よ

り
「
国
指
定
遺
跡
・
石
の
宝
殿

お
よ
び
竜
山
石
採
石
遺
跡
」
と
、

１
７
０
０
年
続
く
石
の
文
化
に
つ

い
て
説
明
を
受
け
る
。
地
元
に
住

ん
で
い
て
も
わ
か
ら
な
い
事
が
た

く
さ
ん
あ
り
、
勉
強
に
な
っ
た
。

　

４
月
12
日
（
水
）、
生
石
神
社

周
辺
・
生
石
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
春
季
合
同
歩
こ
う
会
を
開

催
し
、約
３
０
０
人
が
参
加
し
た
。

ま
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
い
た
だ
き

中
身
を
見
て
改
め
て
高
砂
市
に
も

広
大
な
遺
跡
、
石
の
文
化
が
あ
り

も
っ
と
Ｐ
Ｒ
し
観
光
客
の
集
客
に

努
め
た
い
と
思
っ
た
。

　

そ
の
後
、
教
育
セ
ン
タ
ー
ま
で

歩
き
、
セ
ン
タ
ー
内
に
あ
る
市
内

の
遺
跡
よ
り
出
土
し
た
展
示
物
を

見
学
。
約
２
キ
ロ
を
歩
き
、
元
の

春季合同歩こう会
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生
石
神
社
駐
車
場
に
全
員
無
事
に

到
着
し
、
ヤ
ク
ル
ト
を
い
た
だ
き

解
散
す
る
。
天
候
も
よ
く
桜
も
満

開
で
参
加
者
も
大
変
多
く
、
楽
し

い
歩
こ
う
会
に
な
っ
た
。

　

事
前
に
生
石
神
社
東
宮
司
、
教

育
セ
ン
タ
ー
清
水
様
と
打
ち
合
わ

せ
を
し
、
前
日
に
も
あ
い
さ
つ
に

行
っ
た
。
多
数
が
公
道
を
歩
く
の

で
高
砂
警
察
署
に
相
談
し
道
路
使

用
許
可
書
を
申
請
、
注
意
事
項
等

の
指
導
を
受
け
た
。

　

今
回
は
伊
保
地
区
の
当
番
で
開

催
準
備
か
ら
行
っ
た
。
当
日
は
市

老
連
の
健
康
部
か
ら
も
お
手
伝
い

を
い
た
だ
き
、
伊
保
地
区
の
役
員

だ
け
で
は
警
備
関
係
者
が
不
足
で

あ
っ
た
の
で
大
変
助
か
っ
た
。

　

次
回
か
ら
ま
だ
決
定
事
項
で
は

な
い
が
、
健
康
部
の
行
事
と
し
、

開
催
地
は
従
来
通
り
、
基
本
計
画

は
健
康
部
、
開
催
地
の
地
区
が
手

伝
う
。
こ
れ
ら

を
常
任
理
事
会

で
検
討
す
る
。

桜花爛
らんまん

漫の春を味わう

① 文字の読みやすさ
（　　　よ　　い　　　・　どちらでもない　・　　読 み に く い　　）

② よかったと思う記事※複数回答可
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 　　　　）
理由：

③ いらないと思う記事※複数回答可
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 　　　　　　）
理由：

④ �編集委員はどうしたら会員にもっと会報紙を読んでもらえるか悩んで
います。何かいい意見はありませんか？

あなたの意見
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　� 　）

広報紙「たかさご老連」に対するご意見を
お聞かせください。
ご応募いただいた方の中から抽選で３名様
に下記の賞品をプレゼントします。

◆応募資格／老人クラブ会員
◆応募方法／広報紙�「たかさご老連」について下記の質問にお答え下さい。

お書きの上、ハガキまたは封書で、住所、氏名、所属クラブ名、電話番号、年齢を60代、70代、
80代、90代……で記入の上、下記宛先までお送りください。� （平成29年９月末日必着）

※いただいた個人情報はプレゼントの発送以外には使用しません。
※当選者の発表は発送をもって代えさせていただきます。

〒650-0022
神戸市中央区元町通4-4-8　タイムスビル９Ｆ
株式会社ニチコミ編集部「たかさご老連プレゼント係」
お問い合わせは ☎ 078-351-3389 ㈱ ニチコミプレゼント事務局

　岡山県真庭市にある『湯原温泉』は、川の脇に沸く無料開放露天風呂の「砂湯」が
全国露天風呂番付の西の横綱。豊富な湯量と雄大な自然に抱かれており、全国から健
康志向の方が多く訪れています。身も心も癒やす湯原温泉郷へ是非、お訪ねください。
紙面アンケート応募者の３名に無料プレゼント。

読者アンケートコーナー

岡山県湯原町旅館協同組合より

日本の名湯 「美作湯原」

入
浴
剤

５
包
セ
ッ
ト

プレゼントがあたる

宛 先
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天
気
予
報

雨
50
％
、
翌
日

の
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
実
施
可

能
、
不
可
の
境

地
で
す
。
前
日

大
雨
が
降
っ
て

も
実
施
可
能
と

な
る
よ
う
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
を

や
っ
て
き
た
会

員
の
お
陰
で
、
毎
日
20
〜
30
人
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。

　

町
内
輪
投
げ
大
会
、
３
世
代
交

流
輪
投
げ
大
会
は
盛
夏
の
祝
日
山

の
日
に
高
砂
公
園
で
１
１
２
名
の

参
加
。
着
ぐ
る
み
ボ
ッ
ク
リ
ン
も

参
加
し
て
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。
子
ど
も
の
部
（
幼
児
、
小

学
生
）、
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上

大
人
）、
老
人
会
の
部
、
そ
れ
ぞ
れ

金
・
銀
・
銅
メ
ダ
ル
の
表
彰
、
帰

り
に
は
参
加
賞
を
手
に
、
あ
り
が

と
う
、
楽
し
か
っ
た
で
す
の
言
葉

を
受
け
喜
ん
で
い
ま
す
。

　

高
砂
町
老
連
の
単
位
ク
ラ
ブ
は

６
ク
ラ
ブ
で
す
。
高
砂
町
の
自
治

会
は
40
町
以
上
あ
り
ま
す
が
、
老

人
会
が
あ
る
の
は
４
町
だ
け
で

す
。
解
散
し
た
単
位
ク
ラ
ブ
の
中

か
ら
会
員
を
集
め
た
シ
ル
バ
ー
ク

ラ
ブ
高
砂
「
翼
」
は
、
玉
野
滋
子

さ
ん
の
功
績
で
す
。
藍
屋
町
永
楽

会
、
農
人
町
の
寿
会
、
鍵
町
の
喜

翁
会
、
西
畑
一
丁
目
の
西
畑
第
１

　

若
松
会
は
阿
弥
陀
町
魚
橋
の
老

人
ク
ラ
ブ
で
す
。
今
回
は
そ
の
魚

橋
で
行
わ
れ
て
い
る
非
常
に
ユ

ニ
ー
ク
な
祭
り
「
童
謡
祭
り
」
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
そ
し
て
こ

高砂阿
弥
陀

広報部　中原 正史

阿
弥
陀
町
老
連
（
若
松
会
）
　
藤
井 

正
上

多彩な行事に
� 元気もらって

作
曲
家
・
佐
々
木
す
ぐ
る

�

顕
彰
の
童
謡
祭
り
で
賑
わ
う

老
人
会
、
西
畑
友
花
里
会
で
す
。

男
女
比
は
１
対
２
で
、
３
７
０
名

の
会
員
で
す
。

　

女
性
部
は
八
木
タ
カ
子
さ
ん
を

中
心
に
折
り
紙
教
室
を
数
回
実
施

し
、
作
品
を
子
ど
も
園
、
小
学
生

と
の
昔
あ
そ
び
に
お
土
産
と
し
て

数
百
個
配
っ
て
い
ま
す
。

　

公
民
館
祭
り
で
の
展
示
、
指
導

を
行
っ
て
い
ま
す
（
紙
ゴ
マ
、
折

り
鶴
、
リ
ボ
ン
、
傘
等
）。
ほ
の
ぼ

の
サ
ロ
ン
年
３
回
実
施
し
て
い
ま

す
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ

福
島
さ
ん
指
導
の
も
と
、
ゲ
ー
ム
、

遊
戯
、
歌
等
を
楽
し
み
な
が
ら
親

睦
を
し
て
い
ま
す
。
子
ど
も
園
に

も
出
張
、
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
の
登
下
校
の
見
守
り
活

動
、
毎
日
の
河
井
夫
妻
の
声
か
け

あ
い
さ
つ
は
先
生
方
に
感
謝
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

他
、
月
１
回
の
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、

月
２
回
の
囲
碁
ボ
ー
ル
、
近
隣
の

工
場
見
学
、
友
愛
訪
問
は
全
会
員

に
紅
白
タ
オ
ル
の
配
布
、
80
歳
以

上
の
独
居
者
訪
問
、
米
寿
の
お
祝

い
等
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
行
事

に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

の
祭
り
の
担
い
手
の
中
核
は
老
人

ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
も
あ
り
ま

す
。
今
回
で
４
年
目
で
す
が
、
私

は
こ
の
祭
り
が
何
年
も
続
き
、
村

中
の
人
々
が
参
加
す
る
よ
う
に
な

り
高
砂
市
の
代
表
的
な
祭
り
と
な

る
よ
う
願
っ
て
協
力
し
て
い
ま

す
。

　
「
童
謡
祭
り
」
は
魚
橋
が
生
ん

だ
天
才
作
曲
家
、
佐
々
木
す
ぐ
る

先
生
を
顕
彰
す
る
も
の
で
す
。

　

先
生
は
魚
橋
で
生
ま
れ
、
阿

弥
陀
小
学
校
の
卒
業
生
で
あ
り
、

２
０
０
０
曲
以
上
の
童
謡
を
生
ん

　全国で、老人クラブの会員が減少しています。
　平成26年度より全国老人クラブ連合会では『100万人会員増強
運動』を実施。高砂市老人クラブ連合会もそれを受け、会員増強
運動を実施しています。
　クラブを活性化させ、未加入の方にクラブの魅力を知っていた
だくため、会員皆様のご協力とご支援をお願い申し上げます。

市老連からのお願い 会員増強運動にご協力を！

囲碁ボールは人気です

で
い
ま
す
。「
月
の
沙
漠
」、「
お

山
の
杉
の
子
」
等
、
そ
し
て
「
阿

弥
陀
音
頭
」
も
そ
う
で
す
。

　

童
謡
祭
り
を
か
い
つ
ま
ん
で
紹

介
し
ま
と
、
ま
ず
童
謡
を
耳
で
聞

い
て
浮
か
ん
で
く
る
も
の
を
絵
に

描
く
と
言
う
独
創
的
な
発
想
で

す
。
子
ど
も
園
、
小
学
校
、
中
学

校
に
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
約
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【主　催】	 高砂市グラウンドゴルフ協会

【後　援】	 高砂市老人クラブ連合会　他

【日　時】	 10 月 17日（火）９：00〜受付
		  雨天の時：10月 25日（水）

【場　所】	 総合運動公園　陸上競技場

【対　象】	 60 歳以上の高砂市民に限る

【定　員】	 300 人　９月 10日㈰応募締切

【参加費】	 500 円、参加費と個人カード引換。
		  ボールペン持参のこと。

【申込方法】	�� 住所・氏名・年齢・電話番号記入の上、
		  はがき又は FAXにて。

４
０
０
点
も
の
絵
が
集
め
ら
れ
ま

す
。
そ
し
て
１
週
間
程
そ
の
絵
を

町
内
の
通
り
（
青
い
鳥
通
り
）
の

各
家
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
に
展
示
し

ま
す
。
村
中
が
賑
や
か
に
な
り
、

子
ど
も
独
特
の
可
愛
い
絵
が
人
気

で
す
。
平
成
28
年
度
は
美
術
学
校

の
絵
、
文
字
も
加
わ
り
ぐ
ん
と
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
前
に
絵
の
審
査
会
を
行
い

表
彰
す
る
絵
を
選
ん
で
お
き
ま

す
。
祭
り
当
日
は
絵
の
表
彰
式
、

童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
勿
論
、

最
も
ユ
ニ
ー
ク
な
の
は
、「
阿
弥

陀
音
頭
の
踊
り
」パ
レ
ー
ド
で
す
。

中
学
生
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
先
導

さ
れ
、
阿
弥
陀
音
頭
保
存
会
、
そ

し
て
村
人
た
ち
が
、
青
い
鳥
通
り

を
踊
り
進
み
ま
す
。
何
と
も
不
思

議
な
心
躍
る
風
景
で
す
。
今
年
度

は
村
の
東
の
端
か
ら
中
程
の
お
寺

ま
で
約
５
０
０
ｍ
を
パ
レ
ー
ド
し

ま
し
た
。
他
に
巨
大
ネ
ッ
ト
ア
ー

ト
の
展
示
も
あ
り
ま
す
。
祭
り
当

日
は
朝
か
ら
日
暮
れ
ま
で
見
ど
こ

ろ
満
載
で
す
。

　

こ
の
祭
り
の
資
金
の
約
70
％
は

県
、
市
の
助
成
金
で
賄
わ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
が
事
務
局
の
頭
の
痛

い
と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
29
年
度
は
10
月
１
日（
日
）

に
行
い
ま
す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
こ

の
祭
り
を
見
学
に
一
度
、
魚
橋
の

村
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

（�

文
中
、
村
と
あ
る
の
は
阿
弥
陀

町
魚
橋
で
す
。）

高砂市民グラウンドゴルフ大会

参加者募集

申込先：高砂市グラウンドゴルフ協会
  TEL／FAX：443−2215
  〒676−0025
  高砂市西畑３丁目５−26　谷口 一雄　宛

様々な絵が展示されています

シルバーカード加盟店
平成29年5月で加盟店数525店舗

きっと見つかる!!
ステキなお店！

地区名 番号 加盟店名称・屋号 業種名 所在地 電話番号
米 田 75 モリス㈱高砂米田店 ホームセンター 米田町島83-1 431-1155
米 田 76 コーヒー倶楽部チゴイネルワイゼン 喫茶店 米田町米田110‐１ 432-4336
阿弥蛇 66 現代竜山石器石ころＲi 石器販売 阿弥蛇町魚橋605-2 070-439-6517
高 砂 122 スープカフェすうぷ 飲食業 高砂町細工町1351YMコーポ101 080-4649-0070
高 砂 123 チケットクラブ高砂駅前店 チケット商 高砂町浜田町2‐1‐1 442-7677
高 砂 124 松下建築設計事務所 建築設計 高砂町浜田町2-14-35 442-4566
高 砂 125 株式会社　御影屋 卸売 高砂町今津町510 440-9031
伊 保 48 旬彩料理 綴り 飲食店 中島1-2-11 443-0765
荒 井 105 モリス㈱緑丘店 ホームセンター 緑丘1-8-48 444-2313
市 外 34 モリス㈱加古川店 ホームセンター 加古川市加古川町木村71-1 079-454-8854
市 外 35 モリス㈱花田店 ホームセンター 姫路市花田町小川東戸手83 079-251-3315

新規追加店舗

地区名 番号 加盟店名称・屋号 業種名 所在地
米 田 67 坂下自転車店 自転車店 米田町美保里
阿弥蛇 6 ゴルフショップ ハヤシ ゴルフショップ 阿弥蛇１丁目
阿弥蛇 37 コーヒー＆レストラン サンフローラ レストラン 阿弥蛇町北池
市 外 9 フルーツショップ宝 フルーツショップ店 加古川市米田町平津

事業所閉鎖などにより加盟店より削除

地区名 番号 加盟店名称・屋号 訂正箇所 訂正前 訂正後
高　砂 81 平沙酒店 電話番号 442-1852 442-0226

記載事項の一部に訂正があります

　シルバーカード事業は、平成24年４月１日より
運用を開始、概ね順調に推移して５年目の節目の年となりました。これを機に《シルバーカー
ド加盟店》を一新しましたが、今年も、市老連の重点目標のひとつに、『シルバーカード事
業に皆の力を結集しよう！ 加盟店舗の更なる増加と そのための盤石の体制づくりを』と掲
げ、若手部・女性部を中心に積極的な活動を展開することによって、老人クラブ会員の増
強や活性化・組織の拡大に取り組んでまいります。
　次に掲げた加盟店を増強した結果、525事業所となり、今後とも身近な加盟店の獲得に
ご協力の程、よろしくお願いいたします。

サ ー ビ ス の 内 容 は 店 舗 に よ っ て 異 な り ま す

レジにて、シルバーカード
会員証をご提示ください。

このステッカーが加盟店の目印です

シルバーカードを持って出掛けよう！

シルバーカード
会員様限定！

毎週土曜日は

最近加盟店として仲間入りしたモリスさんです♪



「たかさご老連」は、地域のスポンサー各位の協力により発行されています

　
本
紙
の
発
行
に
際
し
、
ご

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
ス
ポ

ン
サ
ー
各
位
に
対
し
ま
し
て

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
も
な
く
、
鬱
陶
し
い
梅
雨

の
季
節
に
な
り
ま
す
が
「
た
か

さ
ご
老
連
88
号
」
を
お
届
け
し

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
定
期
総
会
も
、

５
月
16
日
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
役
員
の
交
代
期
に

な
る
た
め
、
三
役
・
常
任
理
事
・

理
事
等
に
異
動
が
あ
り
、
退
任

者
も
11
名
と
な
り
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
各
議
案
に
つ
い

て
承
認
し
ま
し
た
が
、
29
年
度

の
課
題
と
し
て
は
会
員
の
増
強

が
、
重
要
事
項
と
な
る
で
し
ょ

う
。
増
田
新
会
長
を
先
頭
に
、

会
員
全
員
で
取
り
組
み
ま
し
ょ

う
。

　

あ
し
か
け
８
年
に
わ
た
り
、

高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
を

率
い
ら
れ
た
伊
藤
会
長
が
、
今

総
会
を
以
て
勇
退
さ
れ
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
カ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
は
じ
め
、
そ
の
功
績
は
、

多
大
な
も
の
で
し
た
。
御
勇
退

は
残
念
で
す
が
、
顧
問
と
し
て

在
籍
さ
れ
ま
す
の
で
今
後
と
も
、

高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

発
展
に
御
尽
力
願
え
る
も
の
と

期
待
し
て
い
ま
す
。

高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
員
数
３
，８
２
５
人

　

69
ク
ラ
ブ

�

（
平
成
29
年
３
月
31
日
現
在
）

　

３
月
10
日(

金)

、
高

砂
市
文
化
保
健
セ
ン
タ
ー

中
ホ
ー
ル
に
お
い
て
市
老

連
主
催
「
第
21
回
親
睦
芸

能
発
表
会
」
を
盛
大
に
開

き
ま
し
た
。
45
組
が
舞
台

上
で
感
情
を
込
め
た
歌

や
、
華
麗
な
踊
り
を
披
露

し
、
観
客
席
の
み
な
さ
ん

「
阿
波
踊
り
」。
華
麗
に
、

に
ぎ
や
か
に
は
じ
ま
り
ま

し
た
。
出
場
の
み
な
さ
ん

は
、
歌
に
合
わ
せ
て
衣
装

や
髪
飾
り
な
ど
晴
れ
や
か

に
着
飾
り
、
気
持
ち
を
込

め
て
十
八
番
を
披
露
し
、

皆
さ
ん
「
こ
れ
が
生
き
が

い
で
す
」「
歌
い
踊
る
の

も
歌
に
合
わ
せ
て
口
ず
さ

ん
だ
り
手
拍
子
を
打
っ
た

り
。
熱
演
に
惜
し
み
な
い

拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し

た
。

　

芸
能
発
表
会
の
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
は
伊
藤
会
長
も
参

加
し
て
、
松
陽
学
園
の
み

な
さ
ん
に
よ
る
華
や
か
な

が
一
番
の
健
康
の
も
と
」

な
ど
と
真
剣
に
舞
台
を
つ

と
め
て
い
ま
し
た
。

　

最
後
は
舞
台
も
会
場
も

一
つ
に
「
ふ
る
さ
と
」
の

大
合
唱
で
心
ひ
と
つ
に

し
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス

も
発
散
し
た
楽
し
い
一
日

と
な
り
ま
し
た
。

ス
ポ
ン
サ
ー
の
皆
様
方
へ

高
砂
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編
集
後
記

第21回親睦芸能発表会

歌
っ
て
満
足
、
踊
っ
て
満
足

�

会
場
も
聞
い
て
見
て
満
足


